
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿

（１） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿 令和２年１月 1日㈬発行第 172 号

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
元
号
も
昭
和

は
遠
く
な
り
、
平
成
は
思
い
出
に
、
そ

し
て
新
し
い
令
和
と
な
り
二
年
目
、
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
控
え
て
、
何
か
新
し
い
輝
か
し
い
年
に

な
る
よ
う
な
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
昭
和
39

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
思
い
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。高
度
成
長
期
の
日
本
が
ひ
と
つ
と
な
り
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
沸
き
あ
が
り
、
当
時
高
校
生
の
私
も
テ
レ
ビ
の
前
で
応
援
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

平
成
か
ら
令
和
に
代
わ
っ
た
こ
の
一
年
の
老
連
の
活
動
も
、
恒

例
の
平
田
町
長
に
よ
る
町
政
報
告
会
の
新
年
研
修
会
か
ら
始
ま
り
、

県
知
事
・
県
老
連
会
長
か
ら
の
受
賞
祝
賀
会
と
今
年
も
会
員
の
活

動
が
評
価
さ
れ
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
会
も
大
盛
況

で
年
々
参
加
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

「
昔
の
遊
び
」「
遊
び
ラ
ン
ド
」
に
各
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
一

緒
に
遊
び
、
楽
し
み
、
童
心
に
返
り
一ひ
と
と
き時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
藤
崎
町
の
名
勝
旧
跡
を
散
策
し
て
、
藤

崎
町
の
歴
史
の
重
さ
と
深
さ
を
再
発
見
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
や
ペ
タ
ン
ク
大
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
「
交
通
・

生
活
安
全
防
犯
教
室
」
で
は
交
通
事
故
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
毎
日
の
生
活
を
振
り
返
え
り
注
意
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
健
老
の
集
い
も
記
念
講
演
と
保
育
園
児
の
遊
戯
で
楽
し
く

お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

役
員
研
修
会
で
は
六
ケ
所
村
の
原
子
力
サ
イ
ク
ル
施
設
の
見
学

と
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
説
明
で
、
日
本
の
原
子
力
の
重
要
性
も

研
修
す
る
こ
と
が
で
き
、
懇
親
会
で
は
日
頃
の
活
動
状
況
を
話
し

合
い
や
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

年
末
の
中
南
郡
老
連
と
共
催
の
芸
能
発
表
会
は
、
当
老
連
が
中

心
で
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
拍
手
と
笑
い
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
楽
し
い
一
年
と
し
て
締
め
く
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
連
の
活
動
の
目
標
で
あ
る
「
健
康
・
奉
仕
・
友
愛
」
の
も
と

で
、
今
年
も
町
老
連
の
「
明
る
く
、
元
気
で
、
仲
良
く
、
地
域
に

役
立
つ
こ
と
」
を
目
指
し
て
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
増
強
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
老
連
の
活
動

の
原
点
は
「
単
位
ク
ラ
ブ
」
と
「
専
門
部
会
」
の
充
実
に
あ
り
ま

す
。
町
老
連
も
全
面
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
会
員
一
人
ひ
と

り
が
一
声
掛
け
合
っ
て
仲
間
を
増
や
し
、

楽
し
い
町
老
連
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝

と
新
し
い
年
が
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
、
日
　
時
　
１
月
17
日
㈮
　
10
時
30
分
～
14
時

二
、
場
　
所
　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
日
　
程　
　

①
受　

付　

10
時
00
分
～
10
時
30
分

②
開
会
式　

10
時
30
分
～
10
時
40
分　
　
　
　
　

③
講　

話　

10
時
40
分
～
11
時
20
分

　
　

演
題　
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
と
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

藤
崎
町
長　

平
田　

博
幸
氏

こ
の
度
、
西
中
野
目
長
寿
会
が
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

（
清
家 

篤
会
長
）
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

西
中
野
目
長
寿
会
（
石
井

哲
子
会
長
）
は
旧
藤
崎
町
で

最
初
（
昭
和
40
年
４
月
）
に

結
成
さ
れ
た
歴
史
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
で
す
。
業
績
は
花
壇

整
備
、
地
域
の
清
掃
活
動
な

ど
の
美
化
活
動
を
地
道
に
続

け
、
会
員
相
互
の
交
流
も
活

発
に
行
っ
て
来
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

12
月
５
日
㈭
、
石
井
哲
子

会
長
・
佐
藤
ツ
エ
会
計
・
舘

山
新
一
町
老
連
会
長
の
三
人

が
、
平
田
博
幸
町
長
を
訪
問

し
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
来
る
１
月
17
日
㈮

に
行
わ
れ
る
新
年
研
修
会
・

受
賞
祝
賀
会
で
会
員
に
披
露

さ
れ
ま
す
。

　

中
南
郡
老
連
（
大
鰐
町
・
田
舎
館
村
・
西
目
屋
村
・
藤
崎
町
四

町
村
で
構
成
）
で
は
、
三
つ
の
事
業
が
毎
年
持
ち
回
り
で
行
わ
れ

て
い
る
。
今
年
度
は
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」（
大
鰐
町
老
連
主
管
）、

「
健
康
講
話
」（
田
舎
館
村
老
連
主
管
）、「
芸
能
発
表
会
」（
藤
崎

町
老
連
主
管
）
の
三
事
業
を
計
画
・
実
施
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」         （
大
鰐
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
連
主
管
）

　

10
月
12
日
㈯
、
雨
天
の
た
め
大
鰐

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
加
え
ペ
タ
ン
ク

大
会
も
行
い
、
室
内
実
施
に
変
更
し

て
開
催
し
た
。

　

各
町
村
と
も
役
員
主
体
の
参
加
で

し
た
の
で
顔
見
知
り
が
多
く
、
交
流

と
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
。

　

競
技
終
了
後
は
全
員
が
昼
食
を
共

に
し
、
歓
談
後
に
表
彰
式
を
行
っ
た
。

町
老
連
の
選
手
は
よ
く
頑
張
り
ペ
タ

ン
ク
大
会
は
決
勝
で
藤
崎
町
同
士
で

競
い
、
優
勝
と
準
優
勝
を
獲
得
し
た
。

「
健
康
講
話
」　（
田
舎
館
村
老
連
主
管
）

　
　
　
　
　
　
　

田
舎
館
村
老
連
結
成
50
周
年
記
念
式
典
の
記
念
講
演
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
を
、
広
く
中
南
郡
老
連
の
方
々
に
聞
い
て
頂
く
た
め

に
「
中
南
郡
老
連
健
康
講
話
」
と
し
て
開
催
し
た
。
講
師
は
、
日

本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部  

総

務
課
長  

吉
川
靖
之
氏
。
演
題

は
「
災
害
へ
の
備
え
」
～
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
～
で
、
氏

が
阪
神
大
震
災
、
三
陸
は
る
か

沖
地
震
、
北
海
道
奥
尻
島
津
波

災
害
、
台
風
19
号
災
害
救
援
な

ど
を
経
験
し
た
災
害
や
救
援
活

動
の
経
験
を
通
し
て
講
演
し
た
。

内
容
は
、
田
舎
館
村
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
る
地
震
の
震
度
予

想
及
び
水
害
地
域
の
把
握
な
ど

を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
た
。　

　
　
（
一
部
を
下
表
に
示
す
）

一
、
日
　
時
　
２
月
８
日
㈯
　
午
前
10
時 

開
会
（
受
付
9
時
30
分
～
）

二
、
場
　
所
　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、対
象
者　

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

四
、種
　
目　

個
人
戦
の
み（
午
前
２
試
合
、午
後
２
試
合
）

　
　
　
　
　

 

☆
４
試
合
の
取
得
点
数
の
合
計
点
で
競
い
ま
す
。

五
、会
　
費　

一
、〇
〇
〇
円（
当
日
集
金
し
ま
す
。）

六
、申
込
締
切
り
…
1
月
31
日
㈮
ま
で（
申
込
書
は
両
セ
ン
タ
ー
に
準
備
）

　
　

参
加
希
望
者
は
、 

両
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、申
込
書

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に「
単
位
ク

　
　

ラ
ブ
名
及
び
氏
名
と
生
年
月
日

4

4

4

4

4

4

4

」を
記
入
し
提
出
下
さ
い
。

　
　

藤
崎（
℡
七
五
ー
三
二
三
二
）・
常
盤（
℡
六
五
―
二
〇
五
六
）

※
大
会
当
日
は
、
申
込
人
数
で
昼
食
等
を
準
備
し
て
お
り
ま
す

　

の
で
、
当
日
の
飛
び
入
り
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
欠
席

　

す
る
場
合
は
、
必
ず
代
わ
り
の
人
を
決
め
て
出
し
て
下
さ
い
。

七
、そ
の
他

　

①
大
会
は
町
老
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他
必
要
な
事

　
　
　

項
に
つ
い
て
は
、
審
判
長
並
び
に
参
加
者
相
互
の
話
し
合

　
　
　

い
に
よ
っ
て
決
め
ま
す
。

　

②
表
彰
は
１
位
～
10
位
迄
と
、
飛
び
賞
・
ブ
ー
ビ
ー
賞
で
す
。

　
　
　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③
昼
食
は
、
事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。　

　

④
大
会
会
場
で
の
「
賭

×
×

け
・
飲

×
×

酒
・
喫

×
×

煙
」
は
禁
止
で
す
。

④
全
老
連
会
長
・
県
老
連
会
長
表
彰　

11
時
25
分
～
11
時
35
分

　

◎
全
老
連
会
長
表
彰　

西
中
野
目
長
寿
会
（
代
表
石
井
哲
子
氏
）

　
　

◎
県
老
連
会
長
表
彰

　
　
　
　

成
田　

早
苗
氏　

 

（
小
畑
長
寿
会
）

　
　
　
　

間
山　

由
吉
氏　

 

（
福
島
老
人
ク
ラ
ブ
第
二
）

　
　
　
　

三
浦　
　

進
氏　

 

（
徳
下
徳
寿
会
）　

　
　
　
　

齋
藤　

剛
一
氏　

 

（
三
ッ
屋
老
人
ク
ラ
ブ
）

⑤
祝
賀
会
・
懇
親
会　
　

11
時
40
分
～
14
時

　

来
賓　

平
田 

町
長
・
小
野 

藤
崎
町
議
会
議
長

　
　
　
　

神 

社
会
福
祉
協
議
会
長
・
西
澤 

県
老
連
常
務
理
事

四
、
参
集
範
囲　

単
位
ク
ラ
ブ
３
名
以
内
、
専
門
部
会
３
名
以
内
、       

　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
３
名
、
若
手
委
員
６
名
、
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　

5
名

五
、
会
　
費　
　

一
人 

壱
千
円
（ 

当
日
集
金
し
ま
す
）

１　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 水 元日
2 木 年始休業
3 金 　 〃
4 土
5 日
6 月 芸能部 12:00

７ 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

8 水
役員会 10:00
茶道部 13:00

9 木 囲碁・将棋部 12:30
10 金 芸能部 12:00
11 土
12 日
13 月 成人の日
14 火 囲碁・将棋部 12:30
15 水
16 木 囲碁・将棋部 12:30

17 金
新年研修会・祝賀会 10:30
芸能部 12:00

18 土
19 日

20 月
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

21 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

22 水 茶道部 13:00
23 木 囲碁・将棋部 12:30
24 金 芸能部 12:00
25 土
26 日

27 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

28 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

29 水
30 木 囲碁・将棋部 12:30

31 金
芸能部 12:00
【白寿】配布日 ４時以降

　

新
年
を
迎
え
て 

　
　
　
　
　

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会   

会
長 

舘
山  

新
一

町
老
連     

新
年
研
修
会 

の
お
知
ら
せ

　
　
　 

　
　          

受
賞
祝
賀
会  

  

冬
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ

　
西
中
野
目
長
寿
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰  

受
賞

中
南
郡
老
連
交
流
事
業 

開
催

　  

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会       「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

　  

健

康

講

話
「
災
害
へ
の
備
え
」

ペタンク優勝（藤崎）

グラウンドゴルフ入賞者

｛

豪雨災害を生き残る
・台風上陸前の情報に注意！
・   「災害級」、「記録的」、「猛烈」、「数十年に…度」などのキーワード
　を見逃さない！
・台風が接近する前に準備を終える！（車両の避難、田んぼ等）
・台風が上陸する前に安全な場所へ避難！
・避難所へ行ったからといって、入れるとは限らない。
　また、安全とは限らない！
・避難勧告を待っていると逃げ遅れる可能性あり！
・避難困難な場合は、自宅の 2階や、近所の高層マンションなど
　へ垂直避難！

水の事故は 100％防げます！



（2） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿第 172 号 令和２ 年１月 1日㈬発行

大
字
三
ツ
屋
地
区
①
（
平
成
３
年
７
月
２
日
）

古
老
６　
83
歳

・
古
老
７　
80
歳

三
ツ
屋
　
戸
数
の
移
り
変
わ
り　

三
ツ
屋
は
江
戸
時
代
17
軒
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
た
。
東
光
寺
村
（
現
田
舎
館

村
）
高
田
地
区
に
隣
接
し
、
境
界
が
三
ツ
屋
地
区
で
２
分
し
、
髙

田
地
区
の
面
積
が
半
分
で
、
あ
と
の
半
分
が
常
盤
村
の
三
ツ
屋
で

６
軒
よ
り
な
か
っ
た
。
後
に
髙
田
地
区
を
譲
渡
し
て
も
ら
っ
て
、

常
盤
村
三
ツ
屋
が
成
立
し
17
軒
に
な
っ
た
。

　

昭
和
29
年
常
盤
村
合
併
の
時
に
２
軒
増
え
て
、
現
在
は
19
軒
に

な
っ
た
。
三
ツ
屋
は
田
舎
館
村
の
高
田
と
の
境
界
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
ど
こ
だ
か
ん
だ
で
や
れ
な
い
〝
い
ぬ
け
ん
か
〟（
闘
犬
）

が
あ
っ
た
。
境
界
の
所
な
の
で
高
田
で
や
っ
た
が
、
常
盤
で
や
っ

た
だ
が
？
な
か
な
か
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
い
場
所
な
の
で
、
そ
の

た
め
三
ツ
屋
主
導
で〝
い
ぬ
け
ん
か
〟を
や
っ

た
も
の
だ
。（
現
在
、
青
森
県
は
闘
犬
王
国

と
言
わ
れ
、
津
軽
で
は
毎
年
４
回
闘
犬
大
会

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
）

　

米
の
供
出
制
度
が
あ
っ
て
集
落
毎
に
供
出

割
当
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
割
当
分
を
出
さ
な
い
の
で
米
を
隠

し
て
い
な
い
か
検
査
に
来
た
。米
の
強
権
発
動
の
時
は
、米
を
ど
っ

と
境
界
外
の
高
田
の
方
へ
あ
ず
か
っ
た
も
の
だ
。

学
校
が
あ
っ
た　

三
ツ
屋
に
学
校
が
あ
っ
た
。
校
舎
は
新
築
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　

民
家
の
部
屋
で
学
習
し
た
。
教
員
は
一
人
で
あ

る
。
そ
の
後
、
二
ツ
屋
に
も
学
校
が
あ
っ
て
高
田
の
学
校
と
合
併

し
て
東
光
寺
小
学
校
に
な
っ
た
。

出
来
事　

電
気
が
常
盤
に
き
た
の
は
大
正
６
年
で
、
三
ツ
屋
の

　
　
　
　

電
気
は
最
初
、
田
舎
館

村
の
高
田
経
由
で
き
て
い
た
が
、
そ

ち
ら
を
外
し
て
徳
下
の
方
か
ら
に

な
っ
た
。
電
灯
会
社
は
、
弘
前
電

灯
会
社
と
青
森
電
灯
会
社
が
あ
っ

た
。
青
森
か
ら
ず
っ
と
お
し
て
き
た
も
の
も
あ
る
し
、
弘
前
電
灯

が
入
っ
て
き
た
も
の
も
あ
る
。

　

常
盤
本
村
と
三
ツ
屋
と
の
道
路
は
な
か
っ

た
。
桜
道
を
通
っ
た
も
の
だ
。（
田
の
く
ろ

を
歩
い
た
）

今
の
精
米
所
の
と
こ
ろ
に
〝
し
つ
こ
〟（
湧

き
水
）が
あ
っ
て
、村
中（
三
ツ
屋
）で
使
っ
た
。

住
ま
い     〝
か
け
む
し
ろ
〟
を
出
入
り
口
に
掛
け
、
土
間
に
糠ぬ
か

を

　
　
　
　

敷
い
た
。
大
正
の
始
め
頃
は
皆
こ
う
で
あ
っ
た
。

　

夜
回
り
す
る
時
、
村
の
は
じ
は
じ
に
、
板
が
下
が
っ
て
い
る
の

で
そ
れ
を
叩
く
、
火
事
が
あ
っ
た
と
か
、
な
に
か
事
が
起
き
た
場

合
、
そ
れ
を
叩
く
、
庄
屋
の
代
わ
り
に
や
っ
た
が
、
昔
は
ど
こ
の

家
の
周ま
わ

り
に
も
水
路
が
通
っ
て
お
り
、
板
橋
が
あ
っ
た
の
で
そ
れ

を
叩
い
た
。
最
初
は
板
も
叩
い
た
が
そ
の
後
、
火
の
用
心
の
夜
回

り
は
〝
ひ
ょ
う
木
〟（
拍
子
木
か
？
）
に
な
っ
た
。

ゴ
ム
長
靴
　
皆
、
下
駄
を
履
い
た
も
の
だ
。
ゴ
ム
長
に
な
っ
た
の

　
　
　
　
　

は
大
正
に
入
っ
て
か
ら
で
、
一
番
先
に
ゴ
ム
長
靴
を

履
い
た
の
は
村
長
で
、
そ
の
当
時
６
円
だ
か
し
た
。
私
達
は
見
に

行
っ
た
も
の
だ
。
大
正
８
～
９
年
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
。

戸
　
長　

田
舎
館
組
の
戸
長
は
、
部
落
会
長
の
よ
う
な
も
の
で
、

　
　
　
　

集
落
の
有
力
者
が
つ
と
め
、
ど
こ
の
集
落
に
も
い
た
。

手
当
は
５
円
か
な
ん
ぼ
の
報
酬
で
あ
っ
た
。

歩
い
て
弘
前
に
通
学　

三
ツ
屋
か
ら
旧
制
中
学
校
に
歩
い
て
通
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。
そ
の
時
、
汽
車
は
３
往
復
よ
り
な

か
っ
た
。
汽
車
を
待
っ
て
い
る
時
間
が
あ
れ
ば
、
歩
い
た
方
が
帰

宅
が
早
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

常
盤
養
命
会
は
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
春
と
秋
の
２
回

研
修
旅
行
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
17
日
㈭
、
津
軽
富
士
見
湖
へ
、
秋
の
会
員
研
修
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
28
名
（
男
性
14
名
・
女
性
14
名
）
で
、
つ

が
る
富
士
見
公
園
・
鶴
の
舞
橋
・
丹
頂
鶴
公
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

9
時
に
、常
盤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、途
中
「
道

の
駅
あ
る
じ
ゃ
」
で
休
憩
し
、
富
士
見
公
園
に
10
時
20
分
に
着
き

ま
し
た
。
早
速
記
念
撮
影
の
後
、
鶴
の
舞
橋
を
渡
り
ま
し
た
。

　

全
長
三
〇
〇
ｍ
で
、
日
本
一
長
い
木
造
の
橋
「
長
い
木
の
橋
・

長
生
き
の
橋
」　

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
橋
を
渡
る
と
長
生
き
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
き
っ
と
長
生
き
す
る
こ
と

請
け
合
い
で
す
。
丹
頂
鶴
自
然
公
園
で
は
、
丹
頂
鶴
の
姿
を
間
近

に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

昼
食
・
懇
親
会
の
津
軽
富
士
見
荘
に
10
時
40
分
に
到
着
し
直
ぐ

入
浴
後
、
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
長  

小
山
内
昇
さ
ん
か
ら
、

「
い
ろ
い
ろ
お
忙
し
い
中
ご
参
加
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
大
型
台
風
19
号
の
被
害
も
な
く
良
か
っ
た
で
す
。
皆
さ
ん
に

は
、
身
体
に
気
を
付
け
て
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　

続
い
て
、
養
命
会
第
二
会
長
一
戸
了
さ
ん
が　
「
皆
さ
ん
元
気

に
長
生
き
す
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」　

と
乾
杯
の
音
頭
を
と

り
ま
し
た
。　

懇
親
会
は
、
芸
能
発
表
会
の
よ
う
に
カ
ラ
オ
ケ
・

踊
り
で
盛
り
上
が
り
、
帰
り
の
14
時
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
来
て

「
暑
い
東
京
の
マ
ラ
ソ
ン
」　　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

夏
の
東
京
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

我
々
北
国
の
日
本
人
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
で
す
。

蒸
し
暑
い
の
で
と
て
も
不
快
で
す
。

さ
て
、
こ
の
東
京
で
来
年
の
八
月

に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
行
う
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
信
じ

ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。
黙
っ
て
い
て

も
暑
い
の
に
数
時
間
も
走
る
な
ん

て
、
考
え
た
だ
け
で
具
合
悪
く
な
り

そ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
を
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
我

慢
大
会
で
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
健
康
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と

は
、
ほ
ど
遠
い
別
物
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
こ
で
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
札
幌
で
の
開
催
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
か
な
り
想
像
す
る
の
で
す
が
、
選
手
に
し
て
み
た
ら
札
幌

案
の
方
が
快
適
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
先
日
の
中

東
の
ド
ー
ハ
で
競
歩
し
た
選
手
が
し
ん
ど
か
っ
た
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
に
よ
る
と
競
技
を
行
う
同
時
刻
に
は
4

～
５
度
の
気
温
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
札
幌
が
気
温
が

低
い
で
す
。
考
え
て
み
れ
ば
マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
な
ど
は
冬
の
ス

ポ
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

私
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
七
月
か
ら
八
月
に
開
催
さ
れ
る
の

が
何
故
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
各
国
の
ス

ポ
ー
ツ
界
に
事
情
が
あ
る
そ
う
で
、
昔
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

よ
う
に
十
月
と
は
い
か
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

更
に
そ
の
時
に
思
っ
た
の
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
は
東
京
か

ら
新
幹
線
で
１
時
間
の
軽
井
沢
で
や
れ
ば
よ
い
の
に
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
地
は
昔
か
ら
東
京
の
方
々
の
避
暑
地
で
あ
り
、
夏

も
快
適
で
す
。
多
少
の
問
題
点
は
標
高
一
，
〇
〇
〇
m
も
あ
る

こ
と
と
、
霧
が
出
る
こ
と
な
の
か
な
。
そ
し
て
サ
ッ
ポ
ロ
も
飛
行

機
で
は
東
京
か
ら
１
時
間
半
ほ
ど
で
、
さ
ほ
ど
気
に
す
る
こ
と
も

な
い
移
動
時
間
に
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
素
人
の
戯
言
で
す
。

し
ま
い
ま
し
た
。　

　

帰
り
の
バ
ス
は
、
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
で
、「
楽
し
か
っ
た

な
！
」
と
、
話
に
花
を
沢
山
咲
か
せ
ま

し
た
。
常
盤
が
近
く
な
っ
て
、
事
務

局
か
ら
「
今
日
の
料
理
良
か
っ
た
？
」。

皆
さ
ん
か
ら
特
別
大
き
な
拍
手
、
パ
チ

パ
チ
と
満
足
マ
ン
ゾ
ク
で
し
た
。

　

ま
た
、
養
命
会
で
は
奉
仕
活
動
と
し

て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
毎

月
15
日
に
常
盤
八
幡
宮
、
20
日
に
は

「
北
常
盤
駅
前
公
園
」
の
草
取
り
・
清

掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
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◇
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ラ
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便
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会
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旅
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秋
の  「
つ
が
る
富
士
見
湖
」
を
満
喫

鳴
海
　
艸
人

ル
ミ
ナ
リ
エ
一
気
に
消
灯
冬
の
月

木
崎
　
道
子

青
空
に
逢
ふ
こ
と
願
う
年
賀
状

福
井
　
伝
馬

試
歩
の
道
少
し
の
ば
し
て
冬
う
ら
ら

清
水
稼
志
男

酒
好
き
も
量
つ
つ
し
み
て
松
の
内

清
水
　
雪
江

新
年
の
夢
を
転
が
す
万
華
鏡

    

古
老
が
語
る

　    

　「
物
知
り
の
記
録
」
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灯油ランプ あんか

藁製の履き物類とカンジキ　　　　（あおもり北のまほろば歴史館）

北常盤駅前公園の草取り作業

洗い桶と洗濯板


